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はじめに「本業務の概要」 

本業務の目的 

（１）見守り支援ネットワークの基本的な考え方 

 住み慣れた地域で支えあい、安心していきいきと暮らせるまち 

近年、日野市の高齢者人口は１人暮らし世帯や高齢者のみ世帯を中心に増加を続け

ています（2022（令和4）年1月1日現在46,658人、高齢化率24.9％）。高齢者人口

の増加に伴う虚弱や要介護となるおそれのある高齢者の増加、核家族化の進行に伴う

家族による介護機能の低下、都市化傾向の進展による近隣コミュニティーの結びつき

の希薄化などを背景に、孤立死のような不幸な事件も起きています。 

高齢者福祉の分野では、特に身近な「地域」で高齢者の生活を支える仕組みづくりが

最重要課題となっており、日野市では、こうした社会的にも孤立しがちな高齢者を地域

での支えあいを通じ見守り、支援する「高齢者見守り支援ネットワーク」の構築によっ

て「安心していきいきと暮らせるまち」づくりに積極的に取り組んでいます。 

 

（２）本報告書の位置付け 

本報告書は、上記の目的を達成するために平成16年度から取り組んできた「日野市

高齢者見守り支援ネットワーク事業」の令和3年度の活動内容をまとめたものです。 

  ※日野市男女別年齢別人口統計、各年1月1日現在のデータを集計

生産年齢人口

18.0 

17.0 

16.3 

15.6 

15.0 

14.4 

14.1 

13.7 

13.5 

13.2 

13.2 

13.0 

12.9 

12.9 

12.9 

13.0 

13.2 

13.2 

13.3 

13.4 

13.4 

13.4 

13.4 

13.3 

13.2 

13.2 

13.1 

13.1 

13.0 

12.9 

12.7 

12.6 

12.5 

12.3 

42.2 

42.2 

42.0 

41.8 

41.6 

41.4 

41.1 

40.8 

40.6 

40.3 

40.0 

39.7 

39.3 

38.8 

38.3 

37.8 

37.0 

36.3 

35.7 

34.7 

34.0 

33.2 

32.4 

31.6 

31.1 

30.4 

29.9 

29.6 

29.1 

28.8 

28.6 

28.4 

28.1 

27.9 

32.4 

33.1 

33.6 

33.9 

34.2 

34.5 

34.4 

34.4 

34.3 

34.1 

33.8 

33.6 

33.3 

33.1 

32.8 

32.7 

32.7 

32.7 

32.3 

32.4 

32.3 

32.5 

33.0 

33.5 

33.4 

33.4 

33.3 

33.3 

33.6 

33.8 

34.0 

34.2 

34.5 

34.8 

7.4 

7.7 

8.2 

8.6 

9.1 

9.7 

10.4 

11.0 

11.6 

12.4 

13.0 

13.7 

14.5 

15.3 

16.0 

16.5 

17.1 

17.7 

18.7 

19.5 

20.3 

20.9 

21.2 

21.6 

22.3 

23.0 

23.6 

24.0 

24.3 

24.5 

24.7 

24.8 

24.9 

24.9 

平成元年

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

令和2年

令和3年

令和4年

年少人口

0～14歳

老年人口

65歳以上15～39歳 40～64歳



 
 
 

2 

これまでの取組 

高齢者の生活実態を調査し必要な支援内容を整理した上で、できることから少しず

つ、地域のボランティアの方々の協力を得ながら活動を広げて来ました。 

年度 テーマ 特徴的な取組 

Ｈ16 ○資源・ニーズの把

握 

○モデルシステムの

構築 

・市内の高齢者を対象とした「ふれあい訪問調査」や事業所を対象

とした“連携可能性調査”を実施し、「現在は元気で自立している

が健康面が不安なひとり暮らし高齢者」などの対象となる高齢者

像と具体の支援内容を５つのパターンにとりまとめ 

Ｈ17 ○モデルシステムの

試行・評価 

○事業計画づくり 

・市内４つのモデル地区で 19 人の対象高齢者、30 人のふれあい

見守り推進員とともに“見守り”“声かけ”の支援を試行 

・この成果をもとに、「週１回のさりげない見守り」「月１回程度の

玄関先での声かけ」の活動を全市へ２カ年で展開する計画を作成 

Ｈ18 ○地域展開スタート ・前年度に設定した目標に従って市内各地で順次ネットワークの立

ち上げを行い、市内のちょうど半分で活動がスタート 

・立ち上げにあわせて「見守り支援ネットワークフォーラム」を開

催したほか、２回目のふれあい訪問調査も実施（以降毎年実施） 

Ｈ19 ○基本型の全市展開 

○新しい活動の芽生

え 

・平成18年度から始まったネットワークの立ち上げが完了し“見

守り”“声かけ”が遂に全市に広がる 

・活動の中から見えてきた課題に対する新たな展開として「百草ふ

れあい協議会」による「ふれあいサロン」の開設を準備 

Ｈ20 ○ネットワークの拡

大 

・「ふれあい交流型」活動を継続的に支援するための要綱を策定 

・や５つのパターンの最後の１つ「お世話・お手伝い型」にあたる

「ちょこっとお手伝いサービス」を新たに立ち上げ 

Ｈ21 ○活動の継続実施 

○新たな活動方針の

検討 

・対象高齢者や見守り推進員の拡充、サロン「よりみちさくら」の

新規開設など既存の活動のフォローアップを実施 

・立ち上げ当初の計画がおおむね狙い通りに実施されたことから、

課題の解消と更なる活動の充実を目指して新たな活動方針を検

討 

Ｈ22 ○ネットワークの次

なる展開 

・既存の活動と並行して、平成21年度に検討した新たな活動方針

の１つである「気にかけ運動」の企画検討に着手 

・見守り支援ネットワークのＰＲの一環として、高齢者月間にあわ

せて市役所ホールを会場にパネル展を開催 

H23 ○全市展開から丸 5

年の振り返り 

・平成18年に“見守り”“声かけ”の全市展開を開始してから丸5

年が経過したのを記念して、これまでの活動の振り返りや今後の

展開を考えるシンポジウムを大々的に開催 

H24 ○「気にかけ運動」の

積極的な展開 

○事業ＰＲの展開 

・「気にかけ運動」の展開にあたって、従来の手あげ方式から、こち

ら積極的に地域を訪問して「勉強会」を開催する方法を試行 

・「気にかけ運動」の展開とあわせて、広報ひのや「市民活動フェア」

に参加して、見守り支援ネットワーク全体のＰＲを積極的に展開 

↗次頁に続く  
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年度 テーマ 特徴的な取組 

H25 ○調査方法の改善 

○「気にかけ運動」の

継続展開 

・ネットワークの展開を検討する際の基礎資料の1つとなっていた

ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の実施方法を改善 

・「気にかけ運動」の展開を継続しながら、市民活動フェアや「地域

かわら版」にて取組のＰＲを実施 

Ｈ26 〇「気にかけ運動」の

一般化と拡大 

・「気にかけ運動」の狙いや基本的な活動イメージをまとめた「気に

かけ運動の手引き」等を作成 

・「手引き」とチラシを用いてより多くの地域への働きかけを実施 

Ｈ27 〇10 周年記念シン

ポジウムの開催 

・モデル地区での試行から10年が経過することを記念して「見守

り支援ネットワーク10周年記念シンポジウム」を開催 

・シンポジウムでは、協力者の方々の労いとこれからの見守り支援

ネットワークを考えるヒントを得るための講演等を実施 

Ｈ28 ○モデル地域への気

にかけ運動の展開 

・地域特性を整理した上で選定したモデル地区において「気にかけ

運動」の集中展開を実施 

・見守り支援ネットワークの戦略的な展開や地域からの相談にあた

っての検討材料として、高齢化の状況や集会施設の分布、サロン

活動等の実施状況を整理 

H29 ○気にかけ運動を入口

にした統合型ネット

ワークへの転換検討 

・モデル地区に対する継続的な支援を実施 

・見守り・声かけの基本的な方法を学び、活動目標を立てる勉強会

の開催とそのテキスト「気にかけ運動ワークブック」を作成 

H30 ○統合型ネットワーク

への転換に向けた

具体的取組の検討 

・働きかけの狙いや対象の明確化 

 － 一般市民を対象にした“気にかけ”の意識付け 

 － 意欲の高い人の後押し 

 － 既存の取組・団体の活性化 

・メール配信システム等の新たな仕組みの導入の検討 

・既存の取組の見直し、改善の開始 

R1 

(H31) 

○統合型ネットワーク

の実現に向けた検討 

・働きかけの狙いに対応した3ステップに基づく戦略的な事業展開 

（特に、メール配信システムの導入準備や事業PRチラシの更新、

ふれあいサロン体験ツアーなど） 

・地図を使った課題や対応策の検討（「第２層協議体」を意識したプ

ログラムの実践） 

R2 ○メール配信システム

の運用開始 

・メール配信システムの導入・運用開始 

・その他、新型コロナウイルスに対応した活動に対する支援検討 

 － 「地域でささえる・つながる」プロジェクト補助金 等 

R3 ○見守り支援ネットワ

ークの再構築 

・見守り支援ネットワークの位置づけと今後の目標の再定義 

（“地域の高齢者への支援の入口”を拡大・強化する） 

・“相手を特定しない見守り”を行うふれあい見守り推進員の登録

を強化する方策の検討 
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第１章「個別の取組の実施支援」 

１－１ 取組の概要 

見守り支援ネットワークは、高齢者の生活実態を調査して、心配な高齢者をいくつか

のパターンにまとめ、できることから少しずつ活動を広げてきました。現在、実施して

いるのは以下の①～④の3つの取組です。 

第１章では、①～③の取組の概要と今年度の実績をまとめます。①～③のような明確

な対象を想定せず、これらの取組を下支えする緩やかなネットワークの形成を目指す

“④メール配信を通じた「気にかけ」の意識啓発の展開”については3-2-2に掲載し

ます。 

 

▼現在実施している取組 

 

※ 前年度までは上記の①～④に加えて、体力低下・怪我・風邪などで普段の生活に困っている方

を支えることを目指す「ちょこっと困りごとサービス」という取組がありましたが、協力員の

減少が続いていたため廃止することになりました。2022（令和4）年度からは、困りごとの

支援を地域で行う団体を支援する「互
ご

近
きん

助
じょ

サービスちょこすけ」という事業が新たにスタート

します。 

  

例えば、訪問しても 

ドアを開けてくれない方 

健康面で不安を抱える方 

身寄りのないひとり暮らしの方 

家に閉じこもりがちな方 

１人でふさぎ込んでいる方 

より広い範囲の方をより緩やかに支える活動 

→②日常生活を通して 

「見守り・声かけ」 

→③「ふれあいサロン」 

で楽しく交流 

→④メール配信を通じた「気にかけ」の意識啓発の展開 

→①「はつらつあんしん調査」 

で訪問＆生活実態把握 



 
 
 

6 

１－２ 各取組の実施状況 

１-２-１ はつらつ・あんしん調査 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの主な対象である市内の高齢者に対して、生活の状況や満

たすべきニーズを把握するために毎年実施しているのが「はつらつ・あんしん調査」で

す。本調査は、①高齢者の生活状況を把握し、②高齢者と直接顔をあわせる機会となり

地域の中で「誰も知らない」高齢者を減らすことができるため、市の高齢福祉施策・地

域福祉力づくりを検討する上で必要不可欠のものとなっています。 

第1回目の調査を2004（平成16）年度に実施し、対象者の増加にともなう負担の

軽減や類似調査との重複の解消等を目的とした改定を何度か行った後、現在は以下の

内容を基本に、調査内容等の改善を適宜実施しながら調査を続けています。 

 

▼調査の概要 

項目 内  容 

調査対象 

 以下の全てに該当する方 

①当該年度の4月1日現在、65歳以上のうち奇数年齢の方 

②介護認定を受けていない方、未申請の方 

③特定の施設に入院・入所等していない方 

④生活保護を受給していない方 

⑤介護予防・生活支援総合事業の対象でない方 

調査内容 

 以下の各項目 

①世帯の状況   ⑥日常の交友状況 

②日中の過ごし方  ⑦携帯電話等の利用状況 

③現在の健康状態  ⑧見守り支援ネットワークへの登録希望 

④サークル活動等への参加の有無 ⑨ボランティアへの関心 

⑤日常の移動能力 

※⑦は2021（令和3）年度に新たに追加した項目 

調査方法 ・郵送配布／郵送回収 

民生委員 

の訪問 

・郵送による返送が無かった方のうち75歳以上の方のお宅を訪問して市への

返送を促進 

調査結果 

の提供先 

・民生委員 

・地域包括支援センター 

・UR都市機構（多摩平の森、高幡台団地の調査結果を提供） 

・梵まちつくり研究所（調査内容の集計結果を提供） 
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（２）取組の実績 

 今回も全体（65歳以上）で13,540人、75歳以上では7,743人という多くの

方から回答を得ることができました。 

 回収率は全体で 7 割強、75 歳以上で 9 割弱という高い水準を維持しています。

特に後者については、75歳以上で未返送の方のお宅を民生委員が訪問し、返送を

促進していることが大きな要因になっていると考えられます。 

 世帯構成では、男性の「ひとり暮らし」の割合が1ポイント強増加し、「65歳未

満の子どもやその家族と同居」の割合が男女とも1ポイント前後減少しています。 

 日常の交友状況は、前年度と概ね同様の傾向で、コロナ禍以前の調査結果と比較す

ると各項目で4ポイント前後低いという結果になっています。 

 見守りを「お願いしたい」という人は 5.9％で前年度から僅かに増加しています。

「ふれあい見守り推進員」に関心がある人は8.6％で、見守りを希望する人よりも

多くなっています。その他の地域活動よりも「ふれあい見守り推進員」の関心が高

かったのははじめてです。 

▼調査票の配布・回収状況 

年度 

全体 うち 75歳以上 

送付数 
回収数 

（回収率） 
送付数 

回収数 

（回収率） 

令和元年度調査 18,766人 
13,615人 

（72.6%） 
8,606人 

7,653人 

（88.9％） 

令和 2年度調査 18,356人 
13,432人 

（73.2%） 
8,446人 

7,430人 

（88.0％） 

令和 3年度調査 18,725人 
13,540人 

（72.3%） 
8,648人 

7,743人 

（89.5％） 

▼調査結果の概要 

【世帯の状況】 

 
【日常の交友状況】 【見守り支援の希望／ボランティアへの関心※】 

  
※ 前者は単数回答、後者は複数回答の別の設問だが便宜上1つのグラフにまとめて表示する 
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▼調査結果の活用（2019（令和元）・2020（令和２）年度の調査結果より） 

 2 年に 1 度、民生委員担当地域毎に高齢者の数や世帯構成、お付き合いの状況等

の調査結果を整理して、地域の状況把握と対応の検討を進めています（奇数年齢が

対象となるため2箇年分の結果を使用）。 
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 コラム 見守りが必要な方は何人くらいいるの？ 

「はつらつ・あんしん調査」では、高齢者見守り支援ネットワークへの登録の希

望（問8）をたずねていますが、見守りを「お願いしたい」という方の他にも見守

りが必要な方がいると思われます。そこで、「健康状態がよくなく、かつ近隣にあ

いさつを交わす相手がいない方」に見守りが必要だと仮定して、こうした方がどの

くらいいるかを以下の2つの質問から確認しました。 

 「問３ 現在の健康状態はいかがですか」で「よくない」に○をつけた方 

 「問６ あなたの日常の交友状況について、お聞かせください」で「近隣にあ

いさつを交わす相手がいる」に○をつけなかった方 

 ▼見守りが必要な方の人数（仮） 

  

 ▼新しい質問 携帯電話の利用状況 

上のような分析の他に、今年度は新しい質問項目も1つ追加しています。新たに

確認したのは、高齢者の方々の携帯電話の利用状況です。 

携帯電話を持っていない方は1,167人で、回答があった方13,540人の僅か

8.6％でした。「LINE（ライン）やSNSを使ってやり取りをしている」という方も

43.9％となっており、今後、ICTを活用した見守りの可能性を感じる結果となりま

した。 

  
  



 
 
 

10 

１-２-２ 「見守り・声かけ」 

（１）取組の概要 

地域の「ふれあい見守り推進員」「協力事業所」を中心に、地域での「見守り」によ

る異変発見から定期的な安否確認の「声かけ」までを繋げる日野市の高齢者見守り支援

ネットワークの基本型となる取り組みです。 

2005（平成17）年度にモデル地区４地区でスタートしてから15年以上に渡って、

協力者の輪を広げながら、地域の高齢者の異変発見や安否確認を行っています。 

 

▼取組のイメージ 

 

日常の業務等の中で 

気になる高齢者を見つけた場合に、 

地域包括支援センターに連絡しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さりげない見守り」をキーワードに  

週に１回程度の「見守り」を行っています 

「お互いが心地よい関係づくり」をキーワードに 

月に１回程度の「声かけ」を行います 

 

  

地域包括支援 

地域包括支援センター 



 
 
 

11 

 

（２）取組の実績 

 対象高齢者は、多くの地域で新規の登録があったため、全体では15人の増加とな

っています。登録者数が増加するのは2012（平成24）年度以来のことです。 

 ふれあい見守り推進員は、前年度と同様に30人弱の登録廃止がありましたが、新

規の登録も多かったため、全体の登録者数は152人（増減なし）となっています。 

 前年度に事業開始以降初めての減少となった協力事業所は、今年度は多くの地域

で新規登録があったため、11事業所の増加となっています。 

▼対象高齢者の登録状況 

 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 
いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

R1 10人 14人 7人 17人 10人 6人 4人 6人 0人 74人 

R2 8 人 15人 5人 9人 10人 3人 4人 6人 2人 62人 

R3 8 人 19人 8人 13人 9人 3人 4人 4人 4人 72人 

増 減 
+1人 

-1人 

+6人 

-2人 

+3人 

-0人 

+4人 

-0人 

+1人 

-2人 

+0人 

-0人 

+0人 

-0人 

+0人 

-2人 

+2人 

-0人 

+17人 

-7人 

▼ふれあい見守り推進員の登録状況 

 地域にお住まいの協力者の方々です。地域包括支援センターからの依頼を受けて、

高齢者宅の訪問や、挨拶などの声かけを無理のない範囲で行っています。  
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

R1 17人 23人 22人 35人 25人 24人 14人 8人 12人 180人 

R2 13人 23人 18人 28人 24人 22人 10人 8人 6人 152人 

R3 16人 24人 16人 28人 20人 22人 8人 12人 6人 152人 

増 減 
+3人 

-0人 

+1人 

-0人 

+3人 

-5人 

+11人 

-11人 

+1人 

-5人 

+0人 

-0人 

+0人 

-2人 

+4人 

-0人 

+2人 

-2人 

+25人 

-25人 

▼協力事業所の登録状況 

 商店、事務所、医療機関等の事業所の方々です。業務を通じて地域の高齢者と接する

中で問題や異変を早期した場合に地域包括支援センターへ連絡を行っています。  
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 市外 合計 

R1 24所 94所 87所 105所 47所 53所 13所 35所 21所 13所 492所

R2 24所 92所 68所 99所 45所 51所 13所 33所 23所 13所 461所

R3 25所 95所 69所 96所 47所 56所 14所 34所 23所 13所 472所

増 減 
+1所

-0所

+3所

-0所

+2所

-1所

+0所

-3所

+2所

-0所

+5所

-0所

+1所

-0所

+3所

-2所

+0所

-0所

+0所

-0所

+17所

-6所

▼その他の機関との連携状況 

日野警察署、日野消防署、日野郵便局、(株)日野環境保全の４機関にも事業開始当初

から協力をいただいています。 

 

「巡回中の見守り」 
など 

「郵便配達時の 
ポストの確認」など 

「ごみ出し確認」「希望者 
への声かけ収集」など 

「防火診断のための 
家庭訪問」など 
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１-２-３ ふれあいサロン 

（１）取組の概要 

「見守り・声かけ」の活動を展開する中で、「登録を拒否する方や自宅に引きこもり

がちな方への対応が課題」「地域の高齢者が集まれるような場所をつくってはどうか」

といった声が出てきました。 

「ふれあい交流型」の取り組みは、このような声に応えるべく、いつでも気軽に立ち

寄れる「地域のたまり場」となるような場所をつくって、高齢者を含めた地域の多様な

人が集まって交流する中で「自然に見守りができている」状態をつくりあげることを目

指しています。 

2007（平成19）年度から、交流の拠点となるような“場所”とその運営を担う“人”

の両面から立ち上げの支援を開始し、2008（平成20）年4月に第1号の「百草団地ふ

れあいサロン」が正式オープンを迎えました。2009（平成21）年度からは、「日野市

高齢者見守り支援ネットワークふれあい交流型実施要綱」にもとづき、高齢者とのふれ

あいをテーマにした既存の活動についても補助金の交付などの支援を行っています。 

 

▼取組のイメージ 

 
  

居心地がいいから、今日も買

い物のついでにちょっと寄

ってみよう。 

最近１人で来ているあの人。今日

も来ていたら、ちょっと話しかけ

てみようかしら。 

色々な人が出入りしていて

楽しそう。家の中にいると

気が滅入るからたまには外

に出てみようか。 

 

空き家・空き部屋・空き店舗など 

○交流を求めている高齢者が話し相手を見つけられる 

○いつも楽しそうな雰囲気で自宅にこもりがちな高齢者が行ってみたくなる 

○趣味の会や地域の活動グループの人たちの活動拠点となる 

自然な見守り・交流 

サロンの利用・参加 

顔見知り関係の構築 

友人関係の構築 

地域の高齢者 

立ち寄り お手伝い 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ等 

立ち寄り 

地域の高齢者 
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（２）取組の実績 

 集まって交流することが活動の基本となるふれあいサロンにとって、新型コロナ

ウイルス感染症の影響は大きく、前年度と同様に以下のような状況となりました。 

 －既存のサロンでは休止期間が発生 

 －新規のサロンの開設はなし 

 「よりみちさくら（④）」と「こんね（⑩）」のように活動を再開できていないサロ

ンがある一方、ワクチン接種が進み、ウイルスに関する知見が蓄積されたことで、

5つのサロンでは前年度よりもオープン日数が増加しています。 

 年間 150 日以上オープンしていたのは、「談話室ひなたぼっこ（②）」「平山ふれ

あいサロンひだまり（⑦）」「平山ふれあいサロンソレイユ（⑧）」「明星地区つなが

りの家アムール（⑪）」で、うち3箇所は高齢者にとって移動が困難な丘陵部に位

置するサロンであることから、こうしたサロンでは地域の大事な交流の場として

頑張って活動を続けていることが想像されます。 

 オープン日数が増加したサロンでは、コロナ以前には及ばないものの、1日あたり

の来訪者数も増加する傾向が見られます。 

 コロナ禍で不安を抱えながらの活動となる中で、互いの活動状況やコロナ対策の

情報を交換し、活動を再開するためのヒント等を得る機会として、また今後の新し

い展開について一緒に検討する機会として、「ふれあいサロン コロナ対応検討ワ

ークショップ」と「ふれあいサロンスタッフ交流会」という 2 つの会合を開催し

ました。 

 

※丸番号はふれあいサロンとして支援を開始した順番を表す 
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▼ふれあい交流拠点の活動状況 

 週４日以上のオープンなど高齢者の集まりやすさに対する配慮を求める。主に新

規に高齢者の居場所づくりに取り組む場合を想定。 
 

 

百草団地ふれあいサロン

（①） 

（2008年 4月開設） 

よりみちさくら（④） 

（2009年 6月開設） 

南平ふれあいサロン（③） 

（2001年 11月開設） 

（2008年度より支援開始） 

（2011年 7月ﾘﾆｭｰｱﾙ） 

場
所 

百草 999 

百草団地281号棟116番 

多摩平2-6-1 

多摩平の森さくら集会所内 
南平 7-16-14 

体
制 

活動頻度：週4～5日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2～3人 

活動頻度：週5～6日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2人～ 

活動頻度：週4日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：4人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：114日 

来訪者：のべ2,596人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：0日 

来訪者：のべ0人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：92日 

来訪者：のべ667人 

 

   
 

 

平山ふれあいサロンひだまり

（⑦） 

（2016年 4月開設） 

平山ふれあいサロンソレイユ

（⑧） 

（2016年 7月開設） 

明星地区つながりの家 

アムール（⑪） 

（2018年 4月開設） 

場
所 

平山 2-7-1 平山 3-12-1 程久保2-6-14 

体
制 

活動頻度：週4日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：3～5人 

活動頻度：週4日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2+2人 

活動頻度：週4日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：4人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：157日 

来訪者：のべ2,144人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：162日 

来訪者：のべ2,230人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：170日 

来訪者：のべ972人 

 

   
 ※1 各サロンの丸番号は支援開始の順番を表す（12頁の図と対応） 

支援開始の時期はサロン名称の下に「支援開始」または「開設」年月を記載する 

 ※2 南平ふれあいサロンについては、2008（平成20）年度からふれあい交流活動型として支援

を開始し、2011（平成23）年7月のリニューアル後にふれあい交流拠点型へ移行している 

  



 
 
 

15 

 

 

▼ふれあい交流活動の活動状況 

 ふれあい交流拠点の基準には満たないが、自主的な運営により高齢者の交流の場

として機能しているような既存の活動を想定。 
 

 

談話室ひなたぼっこ（②） 

（2007年 4月移転） 

（2008年度より支援開始） 

南新井ふれあいサロン（⑤） 

（2010年 7月開設） 

楽しいサロン（⑥） 

（2012年 1月開設） 

（2013年度より支援開始） 
場
所 

大坂上4-20-18 1 階 新井 650-2 
東平山1-7-9 

平山住宅9号棟1階 

体
制 

活動頻度：週4日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：1～2人 

活動頻度：週3日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2人 

活動頻度：週1日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：4人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：151日 

来訪者：のべ1,177人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：96日 

来訪者：のべ985人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：13日 

来訪者：のべ288人 

 

   
 

 ふれあいサロン万願荘（⑨） 

（2017年 6月開設） 
お茶にこんね（⑩） 

（2017年 7月開設） 

場
所 

日野 844-7 

万願荘地区センター 
東豊田1-29-4 

体
制 

活動頻度：週1日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2人 

活動頻度：週1日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：3～4人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：4日 

来訪者：のべ73人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：0日 

来訪者：のべ0人 
 

  
 ※1 各サロンの丸番号は支援開始の順番を表す（12頁の図と対応） 

支援開始の時期はサロン名称の下に「支援開始」または「開設」年月を記載する 

 ※2 楽しいサロンは、「お話サロン」から名称を変更している 

 ※3 お茶にこんねは、活動場所の移転等の影響で活動を休止している（掲載する写真は移転前の場

所のもの） 
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▼「ふれあいサロン コロナ対応検討ワークショップ」の開催状況 

 新型コロナウイルスの感染者数が急拡大（第 5 波）したことを受けて、その要因

となっているデルタ株の特徴や感染対策を確認する勉強会を以下の通り開催しま

した。 

 当日は、感染者数が大きく減少し、またワクチン接種が進んだ状況を考慮して、特

に以下のような高リスクの活動を中心に注意して活動することを確認しました。 

 －飲食等マスクを外す／付け忘れることが起きやすい状況のコントロール 

 －隣同士での長時間のおしゃべりへの対策 

 －冬期でも換気を継続（特に参加者が多い場合は頻繁に） 

 －休憩中やトイレなど気が抜ける／見落としがちな箇所の再確認 
 

開催日時 
9月 28日（火）14：00-16：00 

10月 4日（月）14：00-16：00 

開催場所 オンライン形式 ウェブ会議ツール「Zoom」を使用 

参加者 
＜ふれあいサロン＞：7サロン8名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 

プログラム 

１．開会 

２．情報提供【事務局より】 

・はじめに（簡単なQ&A） 

・第５波とデルタ株に関する基本情報 

・感染対策の検討材料 

３．各サロンの感染対策の点検 

４．感染対策に関する意見交換 

・各サロンの感染対策の実施状況について 

・対策の見直しのポイント、新たな対策のアイディアについて 

・まとめ 

5．閉会 
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▼「ふれあいサロンスタッフ交流会」の開催状況 

 毎年、年度末に開催している交流会を以下の通り開催しました。 

 交流会では、ちょうど第６波の新規感染者数が減少しつつあるタイミングであっ

たことを踏まえて、活動再開のタイミングをうかがうサロンは感染対策のヒント

が得られるように、次の展開を見据えるサロンは新しいアイディアが得られるよ

うに、情報提供と交流の時間を2回に分けて実施しました。 
 

開催日時 3月 18日（金）14：00-16：00 

開催場所 

対面とオンラインの併用 

－対面形式 市役所505会議室 

－オンライン形式 ウェブ会議ツール「Zoom」を使用 

参加者 
＜サロン＞：7サロン11名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 

プログラム 

１．開会 

２．情報提供【事務局より】 

・各サロンの活動やコロナ対策の概要を紹介 

・事前に収集した困りごとのヒントとなる事例等の紹介 

３．交流タイム（小グループに分かれて情報交換・交流） 

・各サロンの活動やコロナ対策の詳細について 

・今後の取組について（来られない人への対応等） 

４．おわりに 

・各グループで出た意見の紹介 

・その他の情報提供 

５．閉会 
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１－３ 今年度の取組の達成状況と次年度の対応案 

1-2-1から1-2-3の取組毎に今年度の成果と課題、今後の対応案を以下の通り整理

しました。 

▼はつらつ・あんしん調査の成果・課題・対応案 

成果 

・全体（65 歳以上）で 13,540 人、うち 75 歳以上では 7,743 人という多くの方か

ら回答を得ることができました。 

・回収率は全体で7割強、75歳以上で9割弱という高い水準を維持しています。特に

75 歳以上の方については、9 割弱という高い回収率となっており、市内の高齢者の

生活実態を把握する有効な方法となっています。 

・携帯電話の利用状況を尋ねる設問を追加する、複数の設問をかけあわせて「見守りが

必要な方」等の人数を推計するといった調査内容・活用方法の改善を図りました（1-

2-1 コラム参照）。 

課題 

・全市／各包括単位の集計結果に大きな変化がなかったため、上記の改善点を除くと新

しい知見は得られませんでした。 

・地域包括支援センターからは、「高齢者個人の生活実態についてはこの調査だけで正確

に把握するのが難しい」という声が上がっています。 

・新型コロナウイルスの感染を予防する観点から未返送者宅を訪問する際に顔をあわせ

ることができなくなっていることについて、担当する民生委員から「地域の状況を把

握する機会が失われている」という声が上がっています。 

対応案 

・地域包括支援センターや民生委員から寄せられた上記のような声に応えるため、調査

の負担と成果のバランスを考慮しながら、調査方法（調査対象等）や設問内容につい

て大幅な見直しを検討します。 

・あわせて、調査票に同封する資料を見直し、メール配信や包括公式 LINE 等のＰＲな

どにも活用することを検討します。 

 

▼「見守り・声かけ」の成果・課題・対応案 

成果 

・登録数が増加しています。 

・これは、はつらつ・あんしん調査の中で見守りを希望した方の情報をいち早く地域包

括支援センターに知らせたこと、市報等を通じて対象高齢者の募集を積極的に行った

こと（3-2-2 参照）などが要因と考えられます。 

課題 

・増加したとは言え登録数は最盛期に比べるとまだまだ少ない状況です。 

・市内の老年人口は増加を続けており、登録数のさらなる増加を目指して今後も積極的

に働きかけを行う必要があります。 

対応案 

・見守り支援ネットワークの再構築の方向性に則って“相手を特定しない見守り”を行

うふれあい見守り推進員の登録を強化します（2-2-1 参照）。 

・再構築の内容を周知するのにあわせて、既存のふれあい見守り推進員が活動を再開・

継続するための働きかけを行います。 

・ふれあい見守り推進員が活動を始めやすい／続けやすい環境をつくるため、LINE（ラ

イン）をはじめとした ICTの活用等を促進します。 
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▼ふれあいサロンの成果・課題・対応案 

成果 

・新型コロナウイルス感染症の流行が続くという困難な状況の中でも全 11 箇所の体制

を維持することができました。 

・多くのサロンがコロナ禍でも頑張って活動を続けており、地域の大事な交流の場とな

っています。 

・前年度よりもオープン日数、平均来訪者数が増加しているサロンもあります。 

・困難な状況に対応するため、「ふれあいサロンスタッフ交流会」の他に、「ふれあいサ

ロン コロナ対応検討ワークショップ」を開催して、例年よりも密な情報交換や交流を

図ることができました。 

・「ふれあいサロンスタッフ交流会」では、複数のサロンの共催によるウォーキングイベ

ントの開催というアイディアも出ています。 

課題 

・サロンでの新型コロナウイルスの感染を懸念して活動を休止しているサロンがありま

す。 

・活動を継続・再開しているサロンでも、感染の不安や感染対策による負担を抱えなが

らの活動が続いており、オープン日数や来訪者数はコロナ以前よりも少なくなってい

ます。 

・「ふれあいサロンスタッフ交流会」では、サロンに来られなくなった方の様子やスタッ

フの高齢化を心配する声もありました。 

対応案 

・交流会や共催のイベント等を開催してサロン間の情報交換・交流を促進し、活動を休

止しているサロンや感染対策に悩むサロンの活動を後押しします。 

・活動を継続・再開しているサロンについては、適宜活動状況を把握して、例えば「感

染が怖くてサロンに行けない方を交流に誘う取組」を支援します。 

・また、地域の中で新しくサロン活動を始めたいと考えている団体がいる場合には、既

存のサロンが行う感染対策等の情報を伝えながら、サロンの新規立上げを目指します。 
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第２章「より良いネットワークの構築支援」 

２－１ 取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、前章で報告した各取組の実行・改善や、2010（平成

22）年度より企画検討をはじめた“気にかけ”運動の更なる周知・普及、見守り支援

ネットワーク全体に関する市民啓発など、地域の中で高齢者を見守り、支える仕組みや

体制づくりに取り組んできました。 

近年は「一般市民への気にかけの意識付け」「意欲の高い人の掘り起こし」「既存の取

組・団体の活性化」という段階を設定して、より良いネットワークの構築に向けたテコ

入れを図っていましたが、対象高齢者やふれあい見守り推進員等の協力者の減少が続

いています。 

2020（令和2）年度には、右肩上がりで増加を続けていた協力事業所も減少に転じ

たことから、今年度は、「見守り支援ネットワークの再構築」というテーマで、見守り

支援ネットワークを取り巻く環境の変化に対応した活動内容の見直しを図りました。 

 

▼登録数の推移 

 

 

  



 
 
 

22 

２－２ 各取組の実施状況 

２-２-１ 再構築の方向性の確認（活動内容の見直し） 

（１）取組の概要 

市内で高齢化が進み見守りの対象となる方が増加しているにも関わらず、対象高齢

者やふれあい見守り推進員等の数が減少していることから、検討部会（3-2-1参照）

の中で登録数の減少の要因や今後のあるべき姿を検討しました。 

 

▼活動内容の見直しの問題意識（登録数の減少の要因等） 

 

  

高齢者のニーズや取り巻く環境の変化

対象高齢者の登録数の減少

ふれあい見守り推進員の登録数の減少

（登録数減少の背景にある変化）
• 介護保険等の公的支援サービスの拡大
• スマートホンや見守りセンサー等の情報
技術の発展･浸透
これらを背景とした登録希望の減少

• “見守り”が必要な方に
関する気付きの減少

• 推進員を新規登録する動機の減少

（見直しの動機となる新たな変化）
• 市内の高齢者人口は大きく増加
（“見守る”意識を持つ人はもっと必要）

• コロナ禍で“困った時に相談できる場所や人”
が（再び）求められるようになっており、
地域の高齢者と相談相手とのつなぎ役にな
れる推進員の必要性が高まっている

現在は対象高齢者の登録をきっ
かけにこの方を見守る推進員を
探し始めるケースがほとんど

• ふれあい見守り推進員の役割や登録ルートに関する見直しが必要
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（２）取組の実績 

対象高齢者の希望にもとづいて実施する“1対1の見守り”はすぐに増やすことが難

しいと思われる一方、“相手を特定しない見守り”で心配な高齢者／支援が必要な高齢

者をすくい上げ、地域包括支援センターにつなげるというふれあい見守り推進員のも

う１つの役割の重要性が高まっています。 

そこで、見守り支援ネットワークの位置づけを“地域の高齢者への支援の入口”と再

定義し、これを拡大・強化するためにふれあい見守り推進員の役割を見直して（“1対

1の見守り”が前提ではないことを再確認して）、より多くの方に登録していただける

よう積極的な働きかけを行うという方向性を確認しました。 

 “相手を特定しない見守り（普段の生活の中で気になることがあれば包括へ連絡）”

を行うふれあい見守り推進員の登録を強化する 

 

▼活動内容の見直しのイメージ 

  

 

▼具体的な取組のイメージ 

 “相手を特定しない見守り”を強化するにあたって、これまで「負担感がある」「既

に他の活動をしている」といった理由で“１対１の見守り”をお願いしづらかった

以下のような方々にも積極的に働きかけを行うことを想定します 
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 コラム 見守り支援ネットワークとその他の取組との関係 

ふれあい見守り推進員等が地域で心配な方を見つけた後は（相手を特定しない見

守り）、地域包括支援センターがその方の状況を確認して、介護保険サービス等の

公的サービスや、老人クラブや地域のボランティアを主体にした活動へつなげます。

ふれあい見守り推進員による「1対1の見守り」もその選択肢の1つに位置づけられ

ます。 

このように、見守り支援ネットワークは、「地域の高齢者への支援の入口」とし

て様々な支援の取組と連携し、「安心していきいきと暮らせるまち」づくりの実現

を図っていきます。 

 ▼心配な方を見つけた後の流れ 
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２-２-２ 新規の協力者を獲得する方策の検討 

（１）取組の概要 

ふれあい見守り推進員等の登録が減少し、「新たな協力者の獲得が難しい」という声

もある中で、前項で確認した再構築の方向性に則ってどのようにネットワークを拡大・

強化していくのかを検討しました。 

検討の中では、地域包括支援センターの意見を踏まえて以下の４つの方策をまとめ

ています。今後は、各包括・地域の特性にあわせて、4つの方策を組み合わせて地域へ

の働きかけを行う予定です。 

 

▼新規の協力者を獲得する4つの方策 

協力者の獲得方策 各包括のコメント 

①個人とつながる 

＠推進員の新規獲得等 

・対象高齢者を探すのも大事だが、近所を見てくれる人を推進員として

獲得したい 

・予防教室などの機会に関心のある人を対象に説明を行うのが良い 

・未マッチングの方のモチベーション UP、対象を特定しない見守りの

意識付けが重要 

②個人とつながる 

＠わんわん見守りの展開 

・旭が丘中央公園や浅川土手で犬の散歩をしている人が多いので、「わん

わん見守り隊」のような相手を特定しない見守りを広げられたら良い 

・協力者には「何でも良いから連絡して」と伝える予定 

※わんわん見守りとは、愛犬とのお散歩等のついでに地域の見守りを行

うもので、地域包括支援センター多摩川苑が始めた「わんわん見守り

隊」（現在は名称を変更）が元になっています 

③地域内の団体やグル

ープとつながる 

・地域で活動している人とつながるために、活動団体を把握したいと考

えている 

・高齢化対策の取組をしている団体やグループを支援したい 

④地域全体の取組と連携 
・南平地域では、生活支援体制整備事業の中で「（仮）お助けセンター」

の立上げを進めており、将来的に同センターの役割として“地域パト

ロール”等を入れても良いかも知れない 
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（２）取組の実績 

地域包括支援センターを訪問し（3-2-1参照）、以下の内容を確認・検討し、前項で

示した4つの方策と各包括がどの取組を進めるかを整理しました。 

 各包括が最も力を入れている／入れたいと考えている取組を確認 

 包括担当地域内の高齢化等の状況を確認し、地域の課題と対応方針（案）を検討 
 

その後、検討部会の中で4つの方策を展開していくためにどんな準備をすれば良いか

を確認し、必要な書式等の作成を行っています。 

 

▼4つの方策の展開に向けた準備 

協力者の獲得方策 想定される主な取組 対応する準備（案） 

①個人とつながる 

＠推進員の新規獲得等 

○介護予防教室や認サポ等の機会

を活用して内容説明＆登録依頼 

（関心の高そうな方々を集める） 

◎チラシ、登録書式（改訂版）の作

成・配布 

◎手引き、動画等の作成 

◆出張説明の実施 

②個人とつながる 

＠わんわん見守りの展開 
○特定のターゲットにこちらから

出向いて説明＆登録依頼 

◆特典グッズの提供 

（その他は上記と同様） 

③地域内の団体やグル

ープとつながる 

○代表者等への内容説明＆登録依

頼（推薦依頼等を含む） 

○個別の団体・グループの活動支援 

◎活動団体の調査・情報提供 

◎団体等への協力依頼文書の作成 

◆支援制度の紹介・支援の実施 

◆出張説明､ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等の実施 

④地域全体の取組と連携 （各地域の取組内容による） ◆（個別に相談して対応する） 

◎：全市共通で実施 、 ◆：包括からの依頼に応じて実施 
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▼必要な書式等の作成_登録申込書（改訂版） 

 以下の登録書式の他に、対象高齢者募集チラシやふれあい見守り推進員募集チラ

シ（3-2-2参照）等の見直しも行っています 

   

 

▼必要な書式等の作成_見守りのポイント等を伝える動画 

 普段の生活の中で周りの方をそれとなく見守る活動を広めるために、「地域の高齢

者を見守るポイント」「何か気になった時の連絡の仕方」「心配な方に声をかける方

法」の3点をまとめた動画を作成しました 

 これは、既存の協力者も含め情報発信を行うメール配信にも対応した取組です 
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 コラム 地域の状況に応じた協力者の獲得方策 

新規の協力者を獲得する方策は地域の高齢化等の状況や担当する地域包括支援

センターのこれまでの取組によって変わってきます。 

ここでは2つの地域の例をご紹介します。 

 ▼地域包括支援センターあさかわの場合 

 

 ▼地域包括支援センターかわきたの場合 
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２-２-３ 既存の取組・団体の活性化 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、地域包括支援センター毎に相談協力員連絡会や地区

連絡会といった会合を開催して、見守りの協力者である民生委員やふれあい見守り推

進員との情報共有を図っています。 

今年度は、こうした会合に参加して、見守り支援ネットワークの再構築を進めるにあ

たって必要な情報収集を図りました。再構築の方向性が決定した後は、会合の中で変更

点に関する説明を行い、引き続きの協力を依頼しました。 

また、この他にも、活動の休止が続くなど特にコロナ禍の影響を大きく受けたふれあ

いサロンを対象に、感染対策に関する情報提供やサロン同士の情報交換を行う「ふれあ

いサロン コロナ対応検討ワークショップ」等を開催しています（1-2-3（2）参照）。 

 

▼取組の内容 

開催時期 取組項目 内容 

2021年 

12月24日 
もぐさ地区 相談協力員連絡会 

・もぐさ地区の高齢化の状況 

・民生委員活動の手がかり 

・意見交換 

2022年 

3 月 23日 
いきいきタウン地区 地区連絡会 

・見守り支援ネットワークの変更点 

・地域の高齢化の状況 

・安心していきいきと暮らせるまちづくり 

～心配な方を見つけた後の支え方 

2022年 

3 月 

あいりん地区 地区連絡会 

（書面開催） 

・見守り支援ネットワークの再構築（見守り

支援ネットワークが（少し）変わります） 

2021年 

9 月 28日 

10月 4日 

ふれあいサロン コロナ対応検討

ワークショップ 

・デルタ株に関する基本情報等の情報提供 

・各サロンの感染対策の点検 

・感染対策に関する意見交換 
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（２）取組の実績 

もぐさ地区では、はつらつ・あんしん調査（1-2-1参照）を用いてまとめた地域の

高齢化の状況を題材に、データと実感の相違、今一番気になっていること／心配してい

ること、地域でやってみたいこと／他の方に紹介したい人・団体について意見交換を行

い、以下のような意見を確認しました。 

 他地域よりも高齢の方（ひとり暮らし）は少ないようだが、買い物に行けない（坂

の上なので）、話せる方が少ないなど具体的な課題が見えた 

 パートナーが亡くなった方、外に出られなくなった方などが心配（近くの方は分か

るが数が多くて把握しきれない） 

 独居の方、高齢者世帯での困りごとを抱えている方達の様子を把握しづらい 

 新しく入居する方は高齢者が多いが、行事も少ないのでどうやって顔見知りにな

るかが課題 

 

▼地区連絡会における情報提供の主な内容 
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いきいきタウン地区では、地域の高齢化の状況に加えて、再構築後の見守り支援ネッ

トワークの変更点について説明を行い、以下のような意見を確認しました。 

 所属する老人会の中で会員に対する見守りを行っており、異変があったら連絡が

もらえるようになっている 

 心配な方にどこまで関われば良いか悩ましい 

 民生委員、ふれあい見守り推進員を知らない人がほとんどの中で、どうしたら皆さ

んが気軽に相談できるようになるだろうか 

 地域には、引きこもりの子どもや障害を持った家族を抱える家もあるので、高齢者

だけに限定するのではなく、総合的な相談・支援体制が必要 

 

▼地区連絡会における情報提供の主な内容 
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２－３ 今年度の取組の達成状況と次年度の対応案 

各取組の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題、今後の対応案を以下の通り整理

しました。 

▼成果・課題 

成果 

・高齢者のニーズや取り巻く環境が変化し、登録者が減少する見守り支援ネットワーク

の現状を踏まえて、長年続いてきた取組内容の再構築を図りました。 

－見守り支援ネットワークの位置づけを“地域の高齢者への支援の入口”と再定義 

－ふれあい見守り推進員の役割の見直し 

 （“1対1の見守り”が前提ではないことを再確認） 

・これにあわせて、チラシや登録書式の見直しを行いました。 

・一部の地域では、地域の高齢化の状況や再構築後の見守り支援ネットワークの変更点

について説明を行い、質疑応答・意見交換を行っています。 

課題 

・今後は、“地域の高齢者への支援の入口”として、心配な高齢者／支援が必要な高齢者

をすくい上げ、地域包括支援センターにつなげる「ふれあい見守り推進員」の新規登

録を進めることになりますが、近年は「ふれあい見守り推進員」の登録廃止が新規登

録を上回る年がほとんどとなっています。 

・また、既に登録している「ふれあい見守り推進員」や民生委員が混乱することがない

ように、他の地域でも見守り支援ネットワークの変更点について丁寧に説明を行う必

要があります。 

対応案 

・「ふれあい見守り推進員」の新規登録を進めるにあたって、地域包括支援センターが各

地域で展開しやすいような資料や仕掛けの準備を進めます。 

・また、新しいターゲットに新しい働きかけを行う機会として、地域への出張説明会や

ワークショップ等を開催することを検討します。 

・地区連絡会等の機会に、既に登録している「ふれあい見守り推進員」や民生委員に対

する説明を行います。 

・新しく登録した「ふれあい見守り推進員」が活動を始めやすいよう、既に登録してい

る「ふれあい見守り推進員」が活動を続けやすいよう、LINEやメール配信を通じて活

動のヒントを得たり、活動報告を行ったりできるような環境づくりについても検討を

行います。 
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第３章「ネットワーク運営に関するその他の支援」 

３－１ 取組の概要 

「個別の取組の実施支援（第1章）」や「より良いネットワークの構築支援（第2章）」

は、参考となる情報を収集し、関係者の中で検討を行った上で、地域への働きかけを行

うという進め方をしています。 

この作業の中心となるのが、事項で紹介する「見守り支援ネットワーク検討部会」で

す。 

 

▼現在実施している取組 

 

  

作戦本部的な機能を持つ検討部会の開催 

「ニューズレター」による事業PRの実施 他自治体の先進事例や国、都の動向の検討調

査 
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３－２ 各取組の実施状況 

３-２-１ 検討部会の開催 

（１）取組の概要 

「見守り支援ネットワーク検討部会」は、見守り支援ネットワークの作戦本部的な機

能を持つ場として2014（平成26）年度に立ち上げた会議です。メンバーは地域包括

支援センターと高齢福祉課で構成し、見守り支援ネットワークの活動方針を検討する

ほか、各地域の取組状況の共有などを行っています。 

今年度は特に、第２章で示す通り「見守り支援ネットワーク再構築」に取り組んでお

り、検討部会ではその内容を中心に、前年度から続く“ICTの活用”の一方策となるLINE

（ライン）アカウントの運用や、情報発信の新しい形態となる動画の作成等について検

討を行っています。 

また、検討部会の他にも、各地域包括支援センターを訪問し、疑問点の解消や意向の

把握を目的とする打合せを個別に実施しています。 

 

▼実施スケジュール 

開催時期 取組項目 内容 

2021年 

7 月 28日 

2021年度第1回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

・令和３年度の見守り事業について 

・令和３年度のメール配信について 

10月 27日 
2021年度第２回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

・見守り支援ネットワークの再構築について 

・LINE の活用について 

・メール配信（特に動画撮影）について 

・はつらつ・あんしん調査の改善について 

2022年 

1 月 21日 

2021年度第３回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

・見守り支援ネットワークの再構築について 

・はつらつ・あんしん調査の改善について 

・ミニ動画の内容について 

2021年 

12月 

各地域包括支援センターとの 

個別の作戦会議 

・見守り事業に対する基本的な方向性の確認 

・はつらつ・あんしん調査の質問項目の検討 

・メール配信でのアドバイス内容の確認 
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（２）取組の実績 

今年度は、以下の通り計3回の検討部会を開催し、第１章、第２章に掲載する内容に

ついて各種の検討を行っています。 

▼2021年度第1回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 7月 28日（水）10：00-12：00 

開催場所 中央福祉センター 老人娯楽室 

参加者 

＜包括支援センター＞：9包括の相談員  計 12名 

＜その他＞：日野社協の担当者   計 2名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計 6名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告 

２．各包括の活動状況等の報告 

【検討事項】 

１．令和３年度の見守り事業について 

  ①基本的な方向性（案） 

  ②対象ごとの取組内容（案） 

２．令和３年度のメール配信について 

  ①前回会議以降の取組内容の報告 

  ②今後の配信内容計画（案） 

３．その他 

議事概要 

１．高齢福祉課より、以下の内容について報告を行った。 

－ささえるつながる補助金の募集・採択状況 

－第４期高齢者福祉総合計画の進捗 

－令和 3年度はつらつ訪問調査の実施状況 

２．令和 3 年度の見守り事業の進め方として、地域の高齢者に対する“支援の入

口”を拡大・強化するという考え方のもと、事業の再構築を検討することを説

明した。 

３．メール配信について以下のような方向性を確認した。 

－見守り支援等に関するワンポイントアドバイスを行う 

－アドバイス内容を動画にまとめるという案については包括相談員の負担等 

 に配慮した進め方を改めて検討する 
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▼2021年度第2回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 10月 27日（水）9：30～12：00 

開催場所 ひの市民活動支援センター 講座室 

参加者 

＜包括支援センター＞：9包括の相談員  計 11名 

＜その他＞：日野社協の担当者   計 2名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計 5名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告 

２．各包括の活動状況等の報告 

【検討事項】 

１．見守り支援ネットワークの再構築について 

２．LINE の活用について 

３．メール配信（特に動画撮影）について 

４．はつらつ・あんしん調査の改善について 

議事概要 

１．“従来よりも地域での「気付き」を重視する”といった見守り支援ネットワーク

の再構築のイメージを改めて説明し、疑問点の解消やイメージのすり合わせを

図った。 

２．見守り事業における LINE の活用について、あいりん地域で検討中の内容を紹

介し、質疑応答や意見交換を行った 

３．メール配信で公開予定のワンポイントアドバイス動画については、包括相談員

からの助言をもとに、事務局でイラスト等を使った動画の作成・編集を行うこ

とを確認した。 

４．次年度のはつらつ・あんしん調査の変更箇所については、別途内容を確認して

いただくよう依頼を行った。 
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▼2021年度第3回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 1月 21日（金）9：30～12：00 

開催場所 日野市役所101会議室 

参加者 

＜包括支援センター＞：9包括の相談員  計 10名 

＜その他＞：日野社協の担当者   計 2名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計 6名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告 

【検討事項】 

１．見守り支援ネットワークの再構築について 

２．はつらつ・あんしん調査の改善について 

３．ミニ動画の内容について 

議事概要 

１．高齢福祉課より、LINE の活用と新たな運用方針等について以下の通り報告し、

質疑応答を行った。 

－包括公式 LINE とは別に「見守り支援ネットワーク公式 LINE」のアカウン

トを作成する 

－運用パターンは「包括から推進員への情報発信やマッチング相手の募集に活 

用する」「LINE 上で活動報告等を受け取る」「推進員と対象高齢者が LINE 上

で見守り、声かけを行う」の3つを主なパターンとして想定する 

２．見守り支援ネットワークの再構築の方向性を踏まえて、以下の内容について意

見交換を行った。 

－全体での今後の取組内容について 

－新規の協力者を獲得する方策について 

３．はつらつ・あんしん調査の改善に向けて、今後は以下の通り作業を進めること

を確認した。 

－まずは問8、9の微修正を行う 

－その他の質問項目は大幅な修正も視野に時間をかけて改善を図る 

４．ミニ動画については、携帯での視聴を前提に以下の修正を行うことを確認した。 

－時間を短縮する 

－文字ではなくイラストを中心とした構成に改める 
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３-２-２ 事業ＰＲの実施 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークは、社会的にも孤立しがちな高齢者を地域での支えあいを

通じ見守り、支援することによって「安心していきいきと暮らせるまち」づくを目指す

ものです。こうした支えあいには市民の理解と協力が不可欠であることから、事業開始

当初から「ニューズレター」を発行して、現在の取組内容の報告や市内外の活動の紹介

などを行い、見守り支援活動に関する理解の促進と普及啓発を図っています。 

今年度は、この「ニューズレター」を1号作成・配布しました。 

「ニューズレター」の配布場所は以下の通りです。 

 市役所の窓口、地域包括支援センター 

 地域のスーパーや薬局等の協力事業所 

 図書館、公民館、郷土資料館、市民会館やふれあいホール等の文化施設 

 集会施設や福祉センター等の地域住民が集まる施設 

 生活保健センターや支所、社会福祉協議会等の公的機関の窓口 など 

 

今年度はこの他に、登録者数の減少（2-1参照）に対応するため、以下のような取組

も行いました。また、協力事業所の増減やふれあいサロンの移転等に対応してそれぞれ

の活動を紹介する資料も更新しています。 

 対象高齢者及びふれあい見守り推進員への登録を促すチラシの見直し 

 対象高齢者への登録促進チラシと同様の内容を市報（8月1日号）に掲載 

 見守り支援ネットワークを PRするメールの配信（“メール配信を通じた「気にか

け運動」の意識啓発の展開”に該当（1-1参照）） 

 

▼事業ＰＲの実施内容 

発行／開催時期 取組項目 内容 

2021年 

8 月 

対象高齢者募集チラシの作成 

（市報8月1日号への掲載） 

・「コロナ禍で人との交流が減ってしまっ

た」とお悩みではありませんか？ 

メール配信8月25号の配信 
・『高齢者見守り支援ネットワーク』で地域

の方と繋がりましょう‼ 

2022年 

1 月 

ふれあい見守り推進員募集チラシ

の作成 

・地域の安心を支える高齢者の見守り活動

に参加してみませんか？ 

 

3 月 
ニューズレター第39号の作成 

・「見守り関連情報」をEメールでお知らせ

する取組を始めました！ 

2021年 

5 月 

協力事業所紹介資料の更新 

（地域包括支援センター担当地域毎） 

・新規登録／登録廃止となった事業所を反

映する修正を実施 

 

10月 
ふれあいサロン紹介資料の更新 

・サロンの位置図や活動内容などの修正を

実施 

※ メール配信では、上記の他に、コロナ禍で交流を行う団体の紹介（4月）、「地域でささえる・

つながる」プロジェクト補助金の案内（6月）等について情報発信を行っています。 
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（２）取組の実績 

対象高齢者募集チラシと市報掲載記事については、見守り支援ネットワークのイメ

ージを多くの人に伝えることを目指して、イラストを使った分かりやすい説明を心が

けています。 

ふれあい見守り推進員募集チラシとニューズレター第39号については、見守り支援

ネットワーク再構築後の方向性を踏まえて、地域で見守り活動を行う方法やこれに協

力していただける方に「ふれあい見守り推進員」への登録を呼びかける内容を中心に作

成しています。 

 

▼対象高齢者募集チラシの概要 

発行時期 2021年 8月 

内  容 

タイトル「「コロナ禍で人との交流が減ってしまった」とお悩みではありませんか？」 

＜表面＞ 

・『高齢者見守り支援ネットワーク』で地域の方とつながりましょう！（イメージ紹介） 

・ネットワークに登録した方にはこんな支援を行います 

・問いあわせ先の紹介 

＜裏面＞ 

・見守り支援ネットワークへの登録のご相談はこちらまで（地域包括支援センターの

紹介） 

 

▼対象高齢者募集チラシの内容 
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▼ふれあい見守り推進員募集チラシの概要 

発行時期 2022年度から本格的に配布する予定 

内  容 

タイトル「地域の安心を支える高齢者の見守り活動に参加してみませんか？」 

＜表面＞ 

・登録のお願い 

・応募先の紹介 

＜裏面＞ 

・「ふれあい見守り推進員」の活動内容の紹介 

・「ふれあい見守り推進員」になった方への特典【参考】 

 

▼ふれあい見守り推進員募集チラシの内容 
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▼ニューズレター第39号の概要 

発行時期 2022年 3月 

内  容 

特集「みんなで地域に広げよう！見守りの輪！」 

＜表面＞：見守りの狙い等の紹介／見守りが必要な方は何人くらいいるの？ 

＜内面＞：地域で見守り活動を行う方法 

    「ふれあい見守り推進員」等の活動への参加・登録のお願い 

＜裏面＞：「地域包括支援センター」とつながりましょう！（ 
 

▼ニューズレター第39号の内容 
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▼見守りメール配信8月 25日号の概要 

発行時期 2021年 8月 25日 

内  容 

特集「見守り支援ネットワーク特集①」 

＜特集コンテンツ＞ 

・高齢者見守り支援ネットワークの紹介：見守りが必要な方へ呼びかけを行いました 

＜おまけコーナー＞ 

・「シルバー川柳・コロナ川柳」：読者の方から投稿のあった作品を紹介しました 

 

▼見守りメール配信8月 25日号の内容 

 次号以降のメールで高齢者を見守る（周りを気にかける）ポイントを紹介すること

とし、今年度はその材料となる動画の作成を行いました 
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３-２-３ 先進事例の検討調査 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、既存の取組の改善や新しい取組の検討を図るにあた

って、参考となる他自治体の先進事例や国、都の動向を調査しています。 

今年度は、前年度と同様に新型コロナウイルス感染症の流行が続いていたことを受

けて、コロナ関連の内容を中心に事例調査を行いました。 

 

▼先進事例の検討調査の概要 

実施時期 調査項目 調査対象 

2021年 8月 

～2022年 3月 

新型コロナウイルス感

染症の特徴と対策 

・第５波とデルタ株の特徴 

・市民ができる感染対策の方向性 

・感染経路のおさらい 

・感染対策の効果と具体的な取組 

コロナ対応の活動やそ

の後の展開の参考にな

る事例 

・サロンに来ない／来られない人への対応の事例 

・外出が困難な方等のお手伝いの事例 

・（感染対策を前提とした）食事を通じた交流の事例 

・子どもとの交流の事例 
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（２）取組の実績 

新型コロナウイルス感染症の特徴と対策については、厚生労働省や医療関係者が発

信する情報からサロン活動の参考になる内容を収集しました。コロナ対応の活動やそ

の後の展開の参考になる事例については、各サロンから「他のサロンに聞きたいこと」

「これからやりたいこと」として寄せられたコメントをもとに参考となる事例を収集

しました。 

調査した内容は、ふれあいサロンスタッフ交流会等で情報提供を行っています（1-

2-3参照）。 

 

▼新型コロナウイルス感染症の特徴と対策 

 感染力の高いデルタ株の流行にあわせて、複数の対策を組み合わせた多重防護の

考え方にもとづき「ワクチン」「マスク」「距離」「換気」「手洗い」の 5 つの項目

毎に求められる対策をまとめました 

   

  
  



 
 
 

45 

 
 

▼コロナ対応の活動やその後の展開の参考になる事例 

 サロンの回数券を販売して、これをお手伝いのお礼として渡すことができるとい

う仕組みをつくっている以下のような事例（実家の茶の間・紫竹（新潟市））など

を紹介 

  

（河田方式「地域の茶の間」ガイドブック より） 

 

 

 

 コラム 外出が困難な方等のお手伝い 

日野市では、2020（令和2）、2021（令和3）年度の2か年にわたり、地域で

孤立しがちな高齢者を支援する団体を対象に、活動に必要な経費の助成を行いまし

た（「地域でささえる・つながる」プロジェクト補助金）。 

「ふれあいサロンひだまり」では、この補助金を活用して、上で紹介した事例の

ようなボランティアによる買い物支援や通院の送迎を開始しています。 

 ▼高齢者の買物・通院送迎代行事業（ふれあいサロンひだまり） 
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３－３ 今年度の取組の達成状況と次年度の対応案 

各取組の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

▼成果・課題 

成果 

《検討部会の開催》 

・コロナ禍においても計3回の検討部会を計画通り開催することができました。 

・検討部会や各地域包括支援センターとの個別の作戦会議を通じて、見守り支援ネット

ワークが抱える課題の整理や再構築の方向性の検討を進めることができました。 

・会議の中では他にも、はつらつ・あんしん調査の課題を掘り下げて検討したり、LINE

の活用、動画の作成といった新しい取組について検討したりすることもできました。 

《事業 PRの実施》 

・上で検討した再構築の方向性に対応したニューズレターの作成、チラシの見直し、市

報へのPR記事の掲載等を行いました。 

・今年度に対象高齢者及びふれあい見守り推進員の登録数が増加したのは、この影響が

あったと考えられます。 

《先進事例の検討調査》 

・コロナ関連の情報を収集して、地域の交流の場となるふれあいサロンの活動の継続・

再開を支援することができました。 

課題 

《検討部会の開催》 

・見守り支援ネットワークに対する各地域包括支援センターの活動状況や考え方が異な

るため、再構築の方向性を擦り合わせるのに少し時間がかかりました。 

・新しい取組となった動画の作成については、会議の中でうまく資料を提示することが

できず、作業の進行が遅くなってしまいました。 

《事業 PRの実施》 

・紙での PR を進めることができた一方で、メール配信については、配信内容として活

用する予定だった動画の作成作業の遅れにともなって、計画通りに進めることができ

ませんでした。 

《先進事例の検討調査》 

・今年度は主に、ふれあいサロンを想定したコロナ関連の事例調査を行ったため、検討

部会に対して検討材料を効果的に提示するということができていません。 

対応案 

《検討部会の開催》 

・見守り支援ネットワークの再構築の方向性に則って地域への働きかけを着実に進めて

いくため、検討部会を通じて各地域包括支援センターの活動状況の共有を図ります。 

・地域への情報発信の一方策として、動画・メール配信の企画検討や内容確認を計画的

に実施します。 

《事業 PRの実施》 

・今年度に作成した新たなチラシ等を活用して、地域への出張説明会やワークショップ

等を開催することを検討します。 

・地域への情報発信の一方策として、動画・メール配信の企画検討や内容確認を計画的

に実施します。【再掲】 

《先進事例の検討調査》 

・次年度は、はつらつ・あんしん調査の課題解決が検討部会の大きなテーマの1つにな

ると想定されることから、高齢者の生活実態調査・ニーズ調査に関する先進地や近隣

市町村の取組の事例を収集し、会議資料としてとりまとめを行います。 

・あわせて、LINE の活用、動画の作成等の新しい取組についても、必要に応じて参考と

なる事例の調査を行います。 
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